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　新年にあたり、全ての子どもたちの成長と各園の
ご発展を心からお祈り申し上げます。
　昨秋、澄み切った青空の下に行われた運動会で、
子どもたちが鮮やかに躍動する様子を目にすること
ができました。隣にいる仲間の息遣いを感じ取り、
温もりをしっかり掴みながら自分の動きを調整して
いる子どもたち。懸命に走り抜いた子どもを中腰の
まま両腕で抱きとめ、語り掛ける先生。戸惑う子ど
もの姿を素早くキャッチし、側に駆け寄る見事な気
働き。まさに、運動会は日々の教育・保育の丁寧な
積み重ねの集大成なのです。先生方が柔らかな眼差
しでそれぞれの子どもの個性的な動きや表情を見取
りながら指導に当たられていることが、保護者や地
域の人たちに正しく届いたと確信した次第です。
　幼児教育無償化が2019年 10月から実施されま
す。巨額の財政措置に伴い、認可施設としての公的
責任が問われ、無償化実施後の幼児教育の質の向上
への期待と要請が高まることは必至で、「学校評価」
とその「見える化」は避けて通れないと考えます。
それだけに、よりよい幼児教育の実現を図るために
は、各々の園独自の、その園ならではの教育課程の
編成と実施が課題となってくるのです。
　そこで、教育課程を具現化していく時、子どもの
「学び」を支え、見守る私たちが心に留めておきた
いことがあります。
　子どもの発達と教育に関する研究において、子ど
もが「背伸び」する場を設定していくというかかわ
りが子どもの発達を大きく促し、学びの可能性を拡
大させると言われています。仲間同士のかかわりは
勿論のこと、周囲にいる大人の援助・応答による支
えや、複数の視点を手にすることにより、子どもは
更に大きく育つことができるのです。

　細部までこだわり、緻密に考え抜かれた計画を立
て、先生が自分の信じた方向に子どもを正しく導く
ことが、所謂「原則」ではあります。しかし、その
一方で、子どものその都度その都度の思いがけない
発言や、行動の発展の意外さに心から驚き、そのお
もしろさを歓びながら、受け入れ支えていくことが、
子どもの学びの可能性を伸ばす時に大きな働きをし
ます。そのような「かかわり」をしていこうとする
情熱こそが、確実に子どもの学びの可能性を伸ばす
のです。
　子どもの学びを支えるためには、一つの主題に
沿った保育が終わった時、「予定通りに進んだぞ」
という形の振り返りだけで満足しないことです。予
め想定していなかった、計画通りではなかったけれ
ど、つい変更したらできるようになったことなどを
互いに出し合い、その時にどのような「かかわり」
方をしたかをつぶさに思い出し検討していく。表情
の見取り、つぶやきの聴き取り、掛けた言葉などを
通して、どのように子どもを支えたか、それを丁寧
に掬い出してみます。そこでのかかわりはきっと「受
容的・呼応的」なものであった筈であり、そうした
場面で子どもはまさしく「本気で」ぶつかり、自分
の中に新たな意味を創り上げていくに違いありませ
ん。
　子どもたちが大人になって迎えるであろう世界
は、多くの課題や混沌とした状況を孕んでいるかも
しれません。その中にあって、創造力の豊かさと力
強さを発揮し生きていけるよう子どもの学びを見守
りたいと考えます。先生方の子どもへの「かかわり」
そのものを、子どもが成長していく環境の要素の一
つとして捉え、子どもとの「かかわり」の中によろ
こびを見い出す姿勢を持ちたいものです。
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子どもの学びを支える「かかわり」を

全日本私立幼稚園連合会　会長　香　川　　　敬
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　12 月 10 日、午後１時から東京・ホテルニュー
オータニにおいて、全日本私立幼稚園ＰＴＡ連合会

（河村建夫会長）の第３3 回ＰＴＡ全国大会が開催
されました。「次代を担う子どものために～幼児教
育の振興に向けて～」を大会テーマに、全国各地か
ら保護者代表、幼稚園関係者など約 1,200 人が参
加しました。
　本会では安倍晋三内閣総理大臣、柴山昌彦文部科
学大臣、中曽根弘文自由民主党幼児教育議員連盟会
長、馳浩自由民主党幼児教育議員連盟事務局長、橋
本聖子自由民主党幼児教育議員連盟副会長がご臨席
され、ＰＴＡ連合会からは河村建夫衆議院議員（全
日私幼Ｐ連会長）、遠藤利明衆議院議員（全日私幼
Ｐ連副会長）、山本順三参議院議員（全日私幼 P 連
副会長）が出席され、衆議院、参議院合わせて約
100 名の国会議員ご臨席のもと、盛大に開催され
ました。
　第１部の大会式典は、遠藤利明全日私幼Ｐ連副会
長の開会あいさつの後、河村建夫全日私幼Ｐ連会長
があいさつをされ、最後に香川敬全日私幼連会長が
あいさつをされました。

　来賓祝辞では、安倍晋三内閣総理大臣からご祝辞
をいただきました。また、柴山昌彦文部科学大臣、
中曽根弘文自由民主党幼児教育議員連盟会長、馳浩
自由民主党幼児教育議員連盟事務局長、橋本聖子自
由民主党幼児教育議員連盟副会長からご祝辞をいた
だきました。
　来賓紹介では、出席された来賓の国会議員一人ひ
とりのご紹介が行われました。
　最後に、月本喜久全日私幼Ｐ連副会長から今大会
の大会宣言案が読み上げられ、満場一致で採択され
ました。

次代を担う子どものために～幼児教育の振興に向けて～

幼児教育の無償化実現を願い盛大に開催

★12・10第 33回ＰＴＡ全国大会　

▲安倍晋三内閣総理大臣による祝辞 ▲多くの保護者の方にご参加いただき、盛大に開催されました

▲こどもがまんなか PROJECTアワードの表彰がおこなわれました



2019.  2 私幼時報　3

　山本順三全日私幼Ｐ連副会長の閉会のことばで第
１部の式典が終了しました。
　第 1 部の式典終了後、河村建夫全日私幼Ｐ連会
長より 16 年にわたり全日本私立幼稚園ＰＴＡ連合
会副会長を勤められた、金重光江様に感謝状が授与
されました。
　その後、こどもがまんなかＰＲＯＪＥＣＴアワー
ドの表彰式が行われました。受賞団体の代表として
東京都・認定こども園多摩川幼稚園が表彰され、取

り組みについてご報告していただきました。
　続いて、特別賞としてこどもがまんなかＰＲＯＪ
ＥＣＴオフィシャルスポンサーである、ブラザー工
業株式会社様よりご報告がありました。
　第 2 部の記念講演は、東京大学・慶應義塾大学
教授の鈴木寛様より「AI 時代の教育～幼児教育の
重要性～」をテーマにお話いただき、盛会のうちに
会を終了しました。

▲金重光江全日私幼 P連前副会長を表彰いたしました ▲鈴木寛氏　東京大学・慶應義塾大学教授

馳浩氏
自由民主党幼児教育議員連盟
事務局長、衆議院議員

中曽根弘文氏
自由民主党幼児教育議員連盟

会長、参議院議員

河村建夫氏
全日私幼 P連会長、
衆議院議員

柴山昌彦氏
文部科学大臣、
衆議院議員

香川敬氏
全日私幼連会長

橋本聖子氏
自由民主党幼児教育議員連盟
副会長、参議院議員

遠藤利明氏
全日私幼 P連副会長、

衆議院議員

山本順三氏
全日私幼 P連副会長、

参議院議員
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全 日 私 幼 連 の 会 議

●１２．１４常任理事会

幼児教育の無償化後への対応について協議

　12 月 14 日、東京・私学会館において、全日私
幼連常任理事会が開催され、２7 名が出席しました。
　尾上正史副会長による開会の言葉、香川敬会長に
よるあいさつの後、議長に四ツ釡雅彦副会長、議事
録署名人に徳本達之常任理事と土居孝信常任理事が
選任され、議事に入りました。

■協議案件（１）：幼児教育の無償化後への対応に
ついて
　坪井久也総務委員長より資料をもとに説明が行わ
れ、岩田知也全日私幼連専務理事より補足説明があ
りました。
■協議案件（２）チャレンジ・ビジョンについて
　加藤篤彦教育研究委員長と、東重満（公財）全日
私幼研究機構理事長より、幼児教育の更なる質向上
を図るためのチャレンジ・ビジョンの説明がありま
した。
■報告案件（１）：平成 30 年度上半期決算・監査
報告について
　坪井久也総務委員長より決算の報告があり、石川
雄巨監事より監査報告が行われました。
■報告案件（２）：平成 31 年度全日私幼連会費に
ついて
　坪井久也総務委員長より説明および報告がありま
した。
■報告案件（３）：幼稚園教諭等（民間）に関する 
キャリアアップ研修について
　加藤篤彦教育研究委員長と、東重満（公財）全日
私幼研究機構理事長より説明および報告が行われま
した。
■報告案件（４）：会務運営報告について
　各委員会の委員長、プロジェクト座長から、会務
の進捗状況について報告がありました。

　【総務委員会】①経営ダブルアシストについて②
災害見舞金の支給にかかる報告書のお願いについ
て【政策委員会】①子ども・子育て会議について②
処遇改善等加算Ⅱの研修要件について【教育研究委
員会】① 3 府省合同事務連絡について②平成 30 年
度園長・リーダー研修会について③全国研究研修担
当者会議の開催について【経営研究委員会】①就業
規則関連諸規程例について②幼稚園ナビについて③
後継者育成研修会について【広報委員会】①広報委
員会の開催について② PTA しんぶん小委員会につ
いて③ PTA しんぶんの今後の形態について【102
条園委員会】①個人立幼稚園における子ども・子育
て支援新制度について【認定こども園委員会】①
認定こども園委員会の開催について②第 34 回設置
者・園長全国研修大会の分科会について③認定こど
も園全国研修会の開催について【こどもがまんなか
PROJECT】①第 3 回こどもがまんなか PROJECT
アワードの実施について②AEDの購入について【政
令指定都市特別委員会】①第 3 回・政令指定都市
特別委員会研修会の開催について②政令指定都市特
別委員会の開催について
　最後に田中辰実副会長の閉会のあいさつで常任理
事会は終了しました。� （総務委員長・坪井久也）
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●１２．１４団体長会・理事会合同会議

平成３０年度上半期決算報告・監査報告など

　全日私幼連の団体長会・理事会合同会議が 12 月
14 日、東京・私学会館において開催され、57 名（定
足数 62 人）が出席しました。
　田中雅道副会長の開会の言葉に続き、香川敬会長
があいさつを述べました。
　議長に坂本洋氏 ( 岩手県 ) と渡真利彦文氏 ( 沖縄
県 ) が選出され、議事録署名人に角谷正雄氏 ( 新潟
県 ) と大矢野隆嗣氏 ( 熊本県 ) を選出しました。
■行政報告
　先﨑卓歩文部科学省初等中等教育局幼児教育課長
より、「幼児教育の無償化について」の報告があり
ました。
■協議案件：幼児教育の無償化後への対応について
　坪井久也総務委員長より資料をもとに説明が行わ
れ、岩田知也全日私幼連専務理事より補足説明があ
りました。
■審議案件（１）：チャレンジ・ビジョンについて
　加藤篤彦教育研究委員長と、東重満（公財）全日
私幼研究機構理事長より、幼児教育の更なる質向上
を図るためのチャレンジ・ビジョンの提案があり、

提案通り議決されました。
■審議案件（２）：平成 31 年度全日私幼連会費（案）
について
　坪井久也総務委員長より説明があり、全会一致で
議決されました。
■報告案件（１）：平成 30 年度上半期決算・監査
報告について
　坪井久也総務委員長より決算の報告があり、田中
圭子監事より監査報告が行われました。
■報告案件（２）：幼稚園教諭等（民間）に関する 
キャリアアップ研修について
　加藤篤彦教育研究委員長と、東重満（公財）全日
私幼研究機構理事長より説明および報告が行われま
した。
■報告案件（３）：会務運営報告について
　各委員会の委員長、プロジェクト座長から、会務
の進捗状況について報告がありました。
　最後に、田中辰実副会長の言葉で閉会しました。
� （総務委員長・坪井久也）

保育力の向上のために保育力の向上のために 資質向上の取組の証明に資質向上の取組の証明に

キャリアパスや免許更新のために
研修の記録を大切に残しておきましょう！

公益財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

改訂新版 研修ハンドブック
4145301　648円（本体 600円）

●Ｂ6判 
●112ページ 

ご用命はお近くの書店、またはワンダー販売会社まで。
株式会社 世界文化社　ワンダーCS事業本部
TEL03-3262-5128  

監 修
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平成 31年度 幼稚園関係予算案の概要について 

 

 

１．幼児教育無償化の実施（幼稚園就園奨励費補助等） ７０１億円 

幼児教育の無償化は、予定通り 2019 年 10 月から全面実施されます。本連合会がこ

れまで強く要望し続けた幼児教育の無償化が、ついに実現されることとなりました。

幼児教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、無償化により、

全ての子供たちに質の高い幼児教育が保障されます。また、幼稚園が行う預かり保育

についても、保育の必要性がある場合は無償化の対象になることとなりました。 

 

 

２．私立高等学校等経常費助成費補助金（幼稚園分）２８１億円 

 

私学助成については、厳しい財政状況にも関わらず、園児一人当たり単価１．１％

増を確保するとともに、特別な支援が必要な幼児の受入れや預かり保育に対する支援

の充実が図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆一般補助＜171 億円＞ 

○園児１人あたり単価：２３，９４９円（２３１円増／１．１％増） 

○幼稚園教員の人材確保の取組に対する支援を引き続き実施 

 

◆特別補助＜110 億円＞  

○幼稚園等特別支援教育経費＜63億円＞ 

○預かり保育推進事業＜36 億円＞ 

○幼稚園の子育て支援活動の推進＜11 億円＞ 

天地80㎜ ×左右 175㎜
Adobe Illustrator CS6で作成・保存

私幼時報 2019年 1月号広告
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３．幼児教育の環境整備の充実 ５８億円 

平成 30年度補正予算１２３億円、安心こども基金等 ４５億円 

 
幼児教育の環境整備の関連予算として、認定こども園への移行に伴う施設整備等の

ための認定こども園施設整備交付金については、平成 30 年度補正予算等とあわせて、

約１８５億円計上されています。 

緊急の課題となっている耐震化やエコ改修等のための私立幼稚園施設整備費につい

ては、平 30年度補正予算等とあわせて、約３０億円計上されています。 

 

 

４．幼児教育の質の向上  ３．４億円

◆認定こども園等への財政支援＜４５億円＞ 

 ※３０年度補正予算にて１０８億円、安心こども基金等にて４３億円 

 認定こども園の設置・促進を図るため、認定こども園の施設整備・園舎の耐震化・

防犯対策に要する経費の一部を補助するとともに、幼稚園教諭免許と保育士資格の

併有促進や、研修等の実施費用、園務改善のための ICT化を支援する。 

 ①認定こども園施設整備交付金  ３４億円 

 ②教育支援体制整備事業費交付金 １１億円 

 

◆私立幼稚園の施設整備の充実 ＜１３億円＞  

※別途３０年度補正予算にて１５億円 

 緊急の課題となっている耐震化に取り組むとともに、学校法人立幼稚園等の施設

のアスベスト対策・防犯対策、エコ改修等に要する経費の一部を補助することによ

り幼稚園の環境整備を図る。 

●幼児教育実践の質向上総合プラン（新規）       ＜３．１億円＞ 

 ・幼児教育推進体制の充実・活用強化事業 ＜１．５億円＞ 

   地方公共団体において、公私立幼稚園・保育所・認定こども園に対して一体

的に域内全体の幼児教育の質の向上を図るため、担当部局の教育・保育内容面

に係る事務の一元化や幼児教育センターの設置等、幼児教育の推進体制を構築

している都道府県及び市町村を対象に、幼児教育アドバイザーの配置及びそれ

らを活用した研修支援、幼小接続の推進等に必要な費用の一部を補助する。 

 ・幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業 ＜０．２億円＞ 

幼稚園教諭免許状の上進のための免許法認定講習等の開設数が少ないことか

ら、講習等の開設支援を通じて一種免許状の取得機会を拡大し、幼稚園教諭の専

門性の向上を図る。 

・幼稚園の人材確保支援事業 ＜０．７億円＞ 

幼稚園教諭の新規採用促進、離職防止・定着促進など、各地域における幼稚

園の人材確保に向けた先導的な取組を支援し、有効な方法を検証・普及する。 
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幼児教育の質の向上の関連予算としては、「幼教育実践の質向上総合プラン」を新規

に立ち上げ、地方公共団体における幼児教育推進体制の充実・活用強化、幼稚園等にお

ける人材確保の取組や質向上のための評価の実施への支援、幼稚園教諭の専門性向上に

向けた免許上進を推進する事業が実施されます。 

なお、本連合会においては、平成 29、30年度予算を活用し、人材確保支援アプリ「幼

稚園ナビ」を開発運用中です。 

 

 

５．子ども・子育て支援新制度関係予算案（私立幼稚園に関する事項抜粋） 

 

・幼児教育の質向上のための評価実施支援事業 ＜０．３億円＞ 

 幼稚園等が教育活動や園運営について評価し更なる質の改善を図るととも

に、評価結果を踏まえた自園の現状等を保護者などに伝えていくため、自治体

等が各園の評価の実施を支援するモデル的な取組を開発し普及する。 

・幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究 ＜０．４億円＞ 

幼児教育の教育課題についての実態把握や効果的な指導の在り方について調

査研究を実施する。(ex.幼小の円滑な接続に向けた教育課程や指導の在り方、

教員のキャリア形成を支える研修の在り方)また、Society5.0時代の先端技術

の活用などを通じて、園内環境や幼児行動、教員の働きかけ等を総合的・多角

的に捕捉・可視化し、幼児の豊かな行動を引き出す環境の構築や教師による適

切な指導を支援するための実証研究を実施する。 

 

●幼稚園教育課程の理解の推進・ ECEC Network 事業の参加 ＜０．３億円＞ 

  新幼稚園教育要領の理解の下、適切な教育課程が編成・実施されるよう、研究

協議会の開催や指導資料の作成を行う。また、 OECDにおいて計画されている調

査に参加し、幼児教育の質の向上を図るための政策立案に資するデータや各国の

事例を収集する。 

◆国家公務員給与の改定に伴う待遇改善（幼稚園教諭 0.8%） 

 ※平成 30年度に遡及して適用 

◆幼稚園教諭等の１％の処遇改善（「新しい経済政策パッケージ」） 

◆栄養士の配置促進（栄養管理加算の拡充） 

 

◆一時預かり事業＜幼稚園型＞ 

・預かり保育の長時間化・通年化の促進（幼稚園型Ⅰにおける加算の創設） 

 担当職員を全て有資格者とした上で、長時間・通年での預かりを行い、一定数以

上の児童を預かる施設に、職員配置に要する費用を上乗せする加算を創設（１施設

150 万円程度を上限）※詳細要件検討中。 

・保育を必要とする 2歳児の受入れへの補助（幼稚園型Ⅱ）の継続 

幼稚園で保育を必要とする 2歳児（3号認定）を定期的に預かる場合の補助制度であ

る一時預かり事業（幼稚園型Ⅱ）を継続して実施。 
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平成 31 年度の公定価格においては、平成 30 年度人事院勧告を踏まえた待遇改善

（0.8％）を反映されるとともに、「新しい経済政策パッケージ」に基づく幼稚園教諭

等に対する１％の処遇改善を着実に実施され、また、栄養士を実際に配置している場

合に要する費用を支援する加算の充実が決まり、給付水準の維持・向上が図られます。 

また、一時預かり事業（幼稚園型Ⅰ）においては、今回の幼児教育の無償化の対象

とされた預かり保育について、幼稚園を希望する保育を必要とする者の受け皿の確

保・質の向上を図るため、長時間・通年での預かりに対応した新たな加算の創設とい

う充実が図られました。また、平成 30 年度に創設した一時預かり事業（幼稚園型Ⅱ）

についても継続して実施されます。 

 

 

平成 31年度予算については、加盟園のご支援・ご協力をいただきながら香川会長を先

頭に強力かつ懸命に折衝活動を続けた結果、厳しい財政状況にもかかわらず、大幅な増

額となるこのような幼稚園関係予算を獲得することができました。 

 

 

参考資料として、全日私幼連ホームページに 

①平成 31年度幼稚園関係予算 

(https://youchien.com/info/news/tfpkv10000001bjr-att/31youchienkankeiyosan.pdf) 

②平成 31年度子ども・子育て支援新制度に関する予算 

(https://youchien.com/info/news/tfpkv10000001bjr-att/31shinseido2.pdf) 

を掲載しております。そちらも併せてご覧ください。 
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　12 月 7 日、（公財）全日私幼研究機構の第 16 回
理事会が東京・私学会館で開催され、理事 13 人が
出席しました。東重満理事長が議長となり、議事録
署名人は、満場一致をもって志内正一理事、杉山一
夫理事が選任されました。

【決議案件】
１、幼児教育の質の向上への総合的な取組みの承認
の件
　議長より、資料に基づいて幼児教育実践の更なる
質向上を図るためのチャレンジ・ビジョンについて
説明がありました。審議の結果、定款第 30 条第 1
項の規定に基づき一同に諮ったところ、満場一致を
もって決議されました。
２、責任限定契約の承認の件
　議長より、外部役員の責任限定契約書の取り交わ
しについて説明がなされ、定款第 28 条第１項及び
第２項の規定に基づき一同に諮ったところ、原案通
り満場一致をもって決議されました。
３、委員承諾書の承認の件
　議長より、（公財）全日私幼研究機構としての委
員承諾書の取り交わしについて説明があり、定款第
30 条第 1 項の規定に基づき一同に諮ったところ、
原案通り満場一致をもって決議されました。

【報告案件】
1、監査の中間報告の件
　東理事長より、10 月に行われた中間監査の報告
や財務状況の説明がありました。
2、内閣府・立入監査の件
　東理事長より、11 月に行われた内閣府立入監査

の指摘事項について報告がありました。
3、平成 30 年度下半期予算の件
　東理事長より、報告案件１に伴い、平成 30 年度
に補正予算を組む可能性がある旨の説明がありまし
た。

【その他】
・幼稚園ナビを活用した研修履歴の活用について
　東理事長より、財団における研修や免許状更新講
習の諸手続きについて今後幼稚園ナビを通じて管理
する旨の説明がありました。
・免許状更新講習受講者急増への対応について
　東理事長より、免許状更新講習受講者の急増への
対応や現職でない免許状更新講習受講者に対する臨
時措置、各都道府県における免許状更新講習開設に
かかる個別事象について報告がありました。
� （（公財）全日私幼研究機構専務理事・田中雅道）

★ 12・7第 16回理事会

幼児教育の質の向上への総合的な取組み他を決議

shiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchien
shiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchien
shiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchien
shiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchien
shiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchienshiritsuyouchien

公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
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野澤祥子先生（Cedep 准 教 授 ）： 私 か ら は、
Cedep での研究プロジェクトの成果を参照しなが
ら、日本での保育者の専門性向上の取り組みについ
て要点を絞ってお話をしてから、質問をさせていた
だきます。
　今、日本でも、また世界各国でも、保育者の専門
性の向上が特に重視されています。保育実践の質に
おいて、保育者の専門性が鍵となる重要なものであ
ると各国で考えられていて、保育者一人ひとりが学
び続け、専門性を向上させていくこと、またそのこ
とにより、学び続ける組織として園のコンピテンス
を高めていくことの重要性が、本当にいろいろな所

で指摘されています。日本では今まさに幼児教育・
保育の改革が進められていて、子ども・子育て支援
新制度が動きだし、要領 / 指針も改訂 / 定されて平
成 30 年度に施行されています。また、幼児教育の
無償化も進んでいきます。ムン先生のお話（連載③
と④）で印象に残ったのは、「未来について考える
ことが必要だ」ということです。目の前の課題もも
ちろん大事だけれども、それを超えて未来について
みんなで語り合い、議論し、対話することが大事だ
なとあらためて考えています。
　Cedep ではよくこの図（スライド３）を出すの
ですけれども、子どもを中心に置き、その周りにプ

全日本私立幼稚園幼児教育研究機構・発達保育実践政策学センター（Cedep）共催シンポジウム⑦

私幼時報では、平成 30 年８月号から平成 31 年３月号の８回にわたり、平成 30 年１月 28 日に開催された全日本私立幼稚園幼児教育
研究機構・発達保育実践政策学センター（Cedep：セデップ）共催シンポジウム「東アジアの保育・幼児教育改革　～現職研修と評
価を通じた保育者の専門性向上～」の内容を報告します。今号と次号では、パネル討論の報告をいたします。なおこの報告は便宜上一
人称で書きますが、全て引用という訳ではなく、一部平林祥先生（大阪・ひかり幼稚園）が加筆・修正をしておりますことをご了承く
ださい。当日配付されたスライド資料は、発達保育実践政策学センターのシンポジウム報告ページ（http://www.cedep.p.u-tokyo.
ac.jp/project_report/symposiumseminar/sympo_20180128/）からダウンロードできますので、ご参照ください。

パネル討論①
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ロセスや実施運営、構造、カリキュラム、（国や自
治体の）志向性という多層的な文脈を持つシステム
として幼児教育・保育を捉えたとき、園でのリーダー
シップと評価、研修というミクロなレベルから、自
治体が今後取り組む幼児教育推進体制と幼児教育ア
ドバイザーなどのマクロなレベルについて、私たち
の研究成果を参照しながら日本の現状を整理いたし
ます。その上で、今後の在り方について示唆を得る
ための質問をいたします。

【評価と研修】
　新しい要領 / 指針では、「評価」という言葉が様々
な文脈で出てきます。それを読んでいて、私は「と
ても分かりづらい」という印象を持ちましたので、
少し整理してみました（スライド４）。
　評価の対象となるのは、園全体の運営、あるいは
個々の保育者の実践、さらに子どもの姿や発達の理
解に基づく評価も含まれています。
　その評価を誰がするか（評価の主体）ということ
に関しては、園の職員がみんなで園全体の運営につ
いて評価をする場合も「自己評価」と呼ばれ、個々
の保育者が自分の保育実践について評価することも

「自己評価」と呼ばれます。その他に、園に関わる
人たちが集まって行う関係者評価、園とは異なる機
関の人たちが行う第三者評価（あるいは外部評価）
と呼ばれるものがあります。
　評価の目的も様々にあります。とても重要なこと
として、専門性の向上や保育実践の改善。また、説
明責任、それから、園や地域や家庭との連携を図っ
ていくために評価結果を公表し共有することがあり
ます。それから、設置者等による支援や条件整備。
何か課題が見つかれば、そこを支援していく目的で
実施されることもあります。
　評価の方法には園内研修やカンファレンス、話し
合いなどがあります。評価のツールとしては、実践
記録を用いたり、あるいは ECERS（保育環境評価
スケール①３歳以上）や ITERS（保育環境評価スケー
ル② 0･1･2 歳）などある程度数量化していく様々
な評価項目が用いられることもあります。評価の資
料としては、保護者アンケートや保護者の声なども

取り入れることが含まれます。
　こういったことが法令や要領 / 指針に書かれてい
ます。これらを全て「評価」と一緒に捉えようとす
ると混乱しますので、整理して捉えていくことが重
要かなと思います。この中で、日本では「自己評価」
が一番基盤となるものとして、これまで重視されて
きたと思います。

【自己評価の実態と課題】
　スライド８は Cedep の調査で「園の自己評価が
今どのように実施されているか」を伺ったものです。
ご覧のように、幼稚園と認定こども園、認可保育所
では、８～９割程度の園で自己評価が実施されてい
ます。ここでいう「自己評価」とは、園全体の運営
の自己評価を指します。自己評価の実施は、園が継
続的に学び、向上していくために重要だと思われま
すし、OFSTED（イギリスの教育水準局）でも自
己評価の比重が高くなってきているという指摘もあ
ります。ただ、自己評価だと評価視点が偏ったり、
評価の基準が固定化してしまう懸念もあります。そ
こでいま一度、保育の視点を共有することも今後大
事になってくるのではないかと私どもは考えていま
す。

【Cedepによる評価指標の開発】
　そういう背景があって、Cedep では保育プロセ
スの質評価スケールと研修を開発しています（スラ
イド９）。これは ECERS や SSTEW（「保育プロセ
スの質」評価スケール）などを参考に項目を作成し、
実践者に見ていただき、色々なご意見を頂いてその
フィードバックを元に修正しています。さらに、あ
る自治体との協働で、作成したスケールを園内研修
で使っていただき、実際に使ってみてどうだったか
を Cedep で調べています。また、スケールとして
の妥当性や信頼性のチェックも今後やっていこうと
考えています。
　こうして日本の保育実践の知恵を集めて可視化、
共有化していく。これまでは園単位で検証されてき
たような実践知や経験知を、もう少し開いてみんな
で共有していかないと、その実践知が継承されな
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くなってしまうという危機感を私たちは今非常に強
く持っています。Cedep のスケールが、唯一絶対
の基準で、みんなで使いましょうと言うつもりはも
ちろん全くなく、たくさんあるスケールの一つとし
て利用してもらえればと思います。また、様々な
ニーズに応じて、適切なスケールの使い方も含めて、
Cedep で提案できればと考えます。（注：シンポ
ジウム時点では，プロジェクト開始当初から行なっ
ていた自己評価にも外部評価にも使用できる「保育
プロセスの質評価スケール」の開発としてご紹介し
ましたが，その後，保育者や研究者の方々と協働で
検討を進める中で，現在は「保育プロセスふり返り
シート（仮称）」を使用した自己評価による園内研
修支援ツールの開発へと，プロジェクトの重点を変
更しています。）

【リーダーシップ】
　国際的な議論でも、リーダーシップモデルが変容
してきています（スライド 13）。学校教育や保育
の文脈では、従来は階層的なリーダーシップモデル、
カリスマで権威のある園長が一言発すればみんなが
従っていく、というモデルがあったかと思います。
それに対して、組織の色々な所にリーダーがいて、
一人ひとりがリーダーシップを発揮しながら組織を
運営していくというモデルが提案されてきました。
それと関連して、園長はもちろん非常に大事な役割
ですが、ミドルリーダーをいかに育てていくか、と
いうことも今、注目されています。スライド 14 は、
Cedep で行ったリーダーシップ研究の結果です。

【幼児教育アドバイザー】
　幼児教育アドバイザーは地域レベルでの取り組み
で、巡回指導や研修の開催などは、保育の質と専門
性の向上に大きな役割を果たしていくことが期待さ
れています。ただ、公立幼稚園の園長だった方がア
ドバイザーになっている割合が比較的高く、訪問先
としても公立が多いという実情があります。施設の
種別や公私を超えて、いかに地域の幼児教育・保育
の向上・連携に貢献できるか、これから考えていか
なければならないと思っています。また、小学校の

教員が幼児教育アドバイザーになるケースもあり、
その場合はアドバイザーが幼児教育を理解している
のかという問題もあります。

加藤篤彦先生（武蔵野東第一・第二幼稚園　園長、
公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

（以下、機構）教育研究委員長）：私は、機構の立場
と、幼稚園の園長としての取り組みについてお話し
させていただきます。

【公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構】
　機構には、私立幼稚園のほぼ全てが加入していて、
全国 47 都道府県に 7,500 以上の加盟園、そこで
勤務する教員数は約 10 万人、在籍する園児数は約
130 万人という大きな組織です（スライド２）。日
本の幼児教育施設は、幼稚園とこども園、保育所の
いずれも私立が大半を占めていて、幼稚園では公立
は全体の１割程度です。機構では、色々な委託研究
のほか、様々な取り組みをしています（スライド３）。

【研修と研修ハンドブック、研修俯瞰図】
　機構で直轄している研修のほか、各都道府県の私
立幼稚園団体とのつながりの中で実施される研修や
都道府県独自の研修などがあります。例えば東京で
すと、公益社団法人で研修会が開催されていまして、
新規採用教員研修と中堅教諭研修、教員免許状更新
研修、園長・主幹教諭研修、一般の教員研修、公開
保育、調査研究など 54 講座、177 時間分ぐらいの
研修を企画・運営しております（スライド４）。こ
れらの研修は、現任の園長や主任がみんなで協力し
て運営しています。
　機構が発行している研修ハンドブックには研修
ジャンルが俯瞰図で整理されていて、指定の様式に
添って研修履歴を記録する仕組みになっています

（スライド５）。この記録は、各保育者の正式な研修
履歴として文部科学省に認めていただけるようにな
りました。
　研修俯瞰図についてはここでは詳しく説明しませ
んが、研修ジャンル別に、どのような研修を受け
ることが望ましいかが整理されています（スライド
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６）。

【キャリアパス】
　文科省調査では、私立幼稚園の課題として、平均
で 30 歳までに７割が離職しているということが挙
げられています（スライド７）。その対応策として、
研修を通して専門性を獲得していただくと同時に、
離職する前に幼稚園教諭という仕事の意義や社会的
価値を伝えていきます。また、長く勤めていただく
ための処遇改善についても、国と地方が協働して
キャリアパスを構築している途上にあります。
　東京都の場合、新規採用教員研修として約 20 時
間分、ミドルリーダー研修は 40 時間、教員免許状
更新講習は 10 年ごとに 30 時間を確保しています。
全国にいる 10 万人の先生方が、全員これに参加す
るとなれば、職員を研修に出す園の運営上の課題も
ありますし、研修を運営する側もボリュームを増や
していく上での課題があります。

【幼児教育の推進体制とネットワーク化】
　幼児教育の推進体制については、幼児教育セン
ターと幼児教育アドバイザーという仕組みがありま
す。私立幼稚園にとっても幼児教育アドバイザーが
果たす役割が一定あると思っていますが、ここでの
課題は、この推進体制に私立幼稚園をどう組み込む
かということです。そのためには、機構と都道府県
や市区町村レベルの行政との協働を積み上げていく
ことが重要になります。現在、機構は文部科学省と
はかなり連携が取れるようになってきた一方で、都
道府県や市区町村によってはパイプがうまくつな
がっていないところもあります。機構と Cedep、
あるいは Cedep と教員養成大学とのつながりも重
要です。子どもたちのために、つながり合ってネッ
トワーク化していくことがこれから大事になってき
ます。

【自己評価】
　学校評価における第三者評価では、自園の課題を
自分たちで見つけることが何よりも大事なことで
す。外部者に問題点をただ指摘されるだけでは、何

をどうすべきなのかが分からないわけで、園はその
質を向上させることができません。自園の課題を「我
が事化」して、自覚した課題に取り組み、その課題
に取り組むプロセスに対して、公開保育を使って他
の幼稚園やこども園、保育所、行政の方など周りに
見ていただき、アドバイスをいただいて、改善を図っ
ていくプロセスが大事だろうと思っています。そう
した自己評価の支援を基盤とした質の向上システム
を、機構では「ECEQ（イーセック：公開保育を活
用した幼児教育の質向上システム）」と呼び、構築
して運用しています。Cedep では質の評価スケー
ルに取り組んでいらっしゃるということですが、今
後は ECEQ の定性的あるいは定量的な効果測定も
必要になってきますので、これから連携していきた
いと思っています

� （大阪府・ひかり幼稚園／平林祥）
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　砂場研究の中間報告第５回は、「幼児期における
数的感覚の芽生え」について、映像記録の分析を通
して考察したことを報告いたします。

幼稚園教育要領における「数的感覚」
　改訂された幼稚園教育要領や幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領のなかで、「数的感覚」に関連
する文言は、領域「環境」のねらいや内容、内容の
取り扱い、あるいは幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿のうち (6) 思考力の芽生え、(8) 数量・図形、
文字等への関心・感覚、(9) 言葉による伝え合い、
などに含まれています。

「数的感覚」を巡る議論
　ただ、実際に数的感覚を育てる議論をすると、安
易にプリント学習など小学校と同じような指導・学
習形態を導入する立場と、そのような立場に異を唱
えて数的な感覚を育てることを否定する立場との二

極化しがちな印象があります。
　数学的な技能の基礎の獲得は、世界各国の幼児教
育カリキュラムのなかで重要な資質・能力の一つと
して位置づけられるものです。幼児期にふさわしい
数的感覚にまつわる学びについて、もう少し丁寧に
議論されていいのではないかと感じます。

評価スケールにみられる「数的感覚」
　そこで、幼児期にふさわしい数的感覚の育て方を
検討する補助線として、関連する評価スケールの文
言を参照してみます。
　例えば、イギリスの EPPE 研究（効果的な就学前
教育の実施研究）のために開発された“ECERS-E”

（邦訳『新・保育環境評価スケール③考える力』、
2018 年、法律文化社）では、サブスケール【数量
形】において［数える］［簡単な数字］［形］［分類・
対応・比較］と４項目を割いています。そこでは、
例えば「大人は、子どもと何かをするときに順番を

幼児期における数的感覚の芽生えについて

（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 
研究研修協力委員・縦断研究チーム　平林祥（ひかり幼稚園）

　　〜（公財）全日私幼研究機構・研究研修委員会
縦断研究チーム・砂場研究中間報告⑤〜

〒167-0052 東京都杉並区南荻窪4-39-11　TEL 03-3333-2345
ホームページアドレス   http://www.child.co.jp/

コンピュータ部
開発・販売

クラウド対応CHAPPY 園児管理シリーズ

園で役立つ機能が満載 !  しかも簡単入力で時間削減。
チャイルド社の園児管理システムは、
忙しい先生を応援するためのシステムです。

園長 先生

出席の管理
未就園児管理
バスコース管理
承認機能完備

個人カリキュラム
検査記録
課外活動一覧
指導計画

パソコン 内ではなく
データセンターでの
管理になるので
セキュリティに
優れています。

PC タブレット

パソコンでも
タブレットでも
使えます！
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表す数を使う」「子どもは、いろいろな場面で数を
数えるように励まされる」（項目７　数える）、「子
どもが数を使うことを支えるような遊具 / 教材があ
る」「書かれた数字には、実際の目的がある」（項目
８　簡単な数字）、「活動を通して基本的な『形』の
概念を発展させたり広げたりしている」「保育者は、
子どもがいろいろな形がもつ性質に気づくように
し、新しいことに応用したりするように支える」（項
目９a　形）、「分類・対応・比較の基準となる特徴が、
大人によってはっきりと示される」「いろいろな活
動場面で分類・対応・比較の基準が言葉で表現され
る」（項目９b　分類・対応・比較）、等の評価指標
が示されています。
　また、シンガポールの幼児教育認証評価枠組

（SPARK/ スパーク）のスケールは、その一部が
ECERS（保育環境評価スケール）を参考に作成さ
れていますが、サブスケール【数的感覚】において

［数的な概念と技能の発達］と［数学的用語の利用］
という２つの項目を設けています。そこでは、例え
ば「教師は、実際的な課題で子どもが数的な概念や
技能を用いることを促す」「例として、（中略）子ど
もはどのような種類のお菓子を詰めて売るかを子ど
も同士で話し合う過程で、並べ替える、比較する、
数える、数値、形状などの数的な概念や技能を利用
する機会を得られる」（5.6 A 数的感覚）、「教師は、
概念を説明したり技能を提示する際に数学的用語を
用いる」「数学的用語の例：大きい / 小さい、長い
/ 短い、重い / 軽い、より多い / より少ない、同じ
/ 一つ多い / 一つ少ない、数え上げる / 逆に数える、
一番目 / 二番目 / 三番目、合計で、釣り合う、並べ
替える、パターンをつくる」（5.6 B 数学的用語の
利用）、等と評価指標および注釈に示されています。

砂場で見られる「数的感覚」の育ち
　こうした評価スケールの文言から、幼児期にふさ
わしい数的感覚の育て方が少し見えてくるのではな
いかと思います。これを参照して、砂場研究で提供
された映像記録を分析してみますと、様々な形での
数的感覚の育ちを見取ることができました。

　たとえば、お団子屋さんごっこをしながら作って
並べた団子を「１，２，３，４，５。いま５こあるよ」
と数える姿が見られました（写真１）。

　プラスチック製の型に砂を詰めて、砂場の枠で型
抜きをして「いちごアイス！」と話している男児は、
砂場の木の枠１つにつき、いちごアイス１つを載せ
る「１対１対応」をしています（写真２）。

中国四国　焼山こばと幼稚園　11 月　３歳児
▲１，２，３，４，５。いま５こあるよ（写真１）

東京　やはたみずのとう幼稚園　７月　３歳児
▲いちごアイス！（写真２）

北海道　旭川ふたば幼稚園　７月　５歳児
▲１対１対１対応＆平面充填（写真３）
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　５歳児では、泥団子と木の実、葉っぱを１対１対
１で対応させて泥団子を丁寧に完成させることに加
えて、それを美しく対称形に容器に収めていく姿、
そして「そろそろ容器がいっぱいになる」と気付く
と、次の容器を用意し始めるなど、遊びのなかで数
的感覚の育ちが多層的に見られました（写真３）。

　数的感覚の育ちは、他の育ちと同様に、保育者が
関わるからこそ育つ部分もあるはずです。３歳児と
泥団子を作りながら、「もう２回目？」「先生もお水
ちょうだい。柔らかくて、固まらないの」「あ、い
い。固くなってきた」「あ、大きいね」「すごい。何
個かな？」と言葉をかけ（写真４）、子どもたちが
経験する数的感覚を数学的用語と結び付けていった
り、そのような性質に気付くような環境を構成した
り、数的な概念や技能を利用する機会を作るなど、
幼児期の数的感覚の育ちにおける保育者の役割は多
様かつ重要です。その役割を果たすためには、そも
そも保育者がそのような数的な概念や用語を知って
いる必要があります。「保育者の認知的技能が高ま
るほど、子どもの育ちを深く読み取ることができる」
と井桁容子先生（元東京家政大学ナースリールーム
主任保育士）が以前に語られていましたが、逆に言
うと保育者の数的な感覚や概念、技能が乏しければ、
子どもの育ちを見逃し、育つ援助を充分にできない
のかもしれません。

今後の課題など
　以上のように、砂場で見られる「幼児期における

数的感覚の芽生え」について考察を進めてきました。
ただ、砂場研究で設定した視点「人とのかかわり」「物
とのかかわり」に数的感覚の育ちに関わる項目が少
なかったため、定量的なデータを充分に採取できて
いません。今後、必要に応じてそのような観点から
もデータを採取することになるかもしれません。
　この数年で、社会情緒的な技能（いわゆる非認知
的な技能）の重要性が強調されています。認知的な
技能も社会情緒的な技能も単独で発揮されたり育つ
わけではなく、組み合わせや掛け合わせで発揮され、
育っていきます。社会情緒的な技能の育ちをきちん
と保障するためには、おそらく認知的な技能の育ち
もきちんと保障しなくてはなりません。ただ、保育
評価スケールを使った調査からは、前回と今回で検
討した数的感覚や科学性の育ちを促すための充分に
豊かな保育環境がととのっていない保育現場が少な
からずあることが示唆されています。両方の育ちを
保障することの大切さを、砂場研究を通して見いだ
せるといいなと思いつつ、引き続き取り組んでいき
ます。

東海北陸　静岡豊田幼稚園　10 月　3 歳児
▲保育者の声掛け、関わり（写真 4）
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幼稚園教諭免許状をお持ちの方へ 

  

  

  

  

 
 

 
 

  

  
  
  
  

平成21年4月1日より、教員免許更新制が導入されました。 
免許状を所持する皆さまにおかれましては、免許状が有効である期間を
御確認いただき、教職に就くにあたっては、免許状を有効な状態で所持
していただきますようお願いいたします。 

更新手続きは 
どのように行うの？ 

更新義務がある人
とは？ 

●教員免許更新制に関するお問い合わせ先● 
 文部科学省総合教育政策局教育人材政策課教員免許企画室更新係 
 メールアドレス：menkyo@mext.go.jp 
 電話：03-5253-4111（内線：3573） 
  

 文部科学省ホームページ「教員免許更新制」 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm 
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現在の勤務先 現在の状況（現職等） 

①幼稚園 幼稚園教諭（非常勤講師・パート等含む） 

②幼保連携型認定こども園 保育教諭（非常勤講師・パート等含む） 

③幼稚園型認定こども園 幼稚園教諭（非常勤講師・パート等含む） 

現在の勤務先 現在の状況（現職等） 

④幼稚園型認定こども園 保育士（パート等含む） 

⑤保育所型認定こども園 保育士（パート等含む） 

⑥地方裁量型認定こども園 保育士（パート等含む） 

⑦認可保育所 保育士（パート等含む） 

⑧幼稚園併設型認可外保育施設 保育士（パート等含む） 

⑨教職以外の職、無職 
・教員採用内定者 
・非常勤講師リスト登録者 
・教員経験者 

♦所定の期間内に更新の手続きを行わない場合、免許状は失効します。 
  

 ※現職教員の場合、免許状が失効することで失職に繋がる場合もあります。 

♦受講義務はありませんが、免許状を更新する希望がある場合、 
 講習を受講することができます。 

 

 

 
  
  

 
  
  

 
  
  

 
  
  

 
  
  

  
  
   
  
  
    
  

  
 

◎免許状更新講習の対象者とは？  

◆受講義務者◆ 

 
  
  

 
  
  

 
  
  

 
  
  

 
  
  
  
 

 

 
  
  

  
    
  

教員免許更新制について  

◆受講対象者◆ 

認可外保育施設、小規模保育施設、事業所内保育
施設に勤務する保育士は、⑧に該当しない限り、
受講対象者に該当しません。 

免許状更新講習を受講するには、上記の受講義務
者若しくは受講対象者のいずれかに該当すること
が必要です。 
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野田ス 

 

 

◎更新手続きはどのように行うの？  

６．免許管理者より、有効期間更新証明書又は更新講習修了 
  確認証明書が届きます。 （証明書には、次回の有効期間 
  の満了の日（修了確認期限）が記載されています。） 

③手続き完了 

②免許管理者へ申請 

５．更新講習修了証明書を全てまとめ、必要書類とあわせて 
  免許管理者へ提出します。 
  【免許管理者とは？】 
   現職教員の場合▶勤務先の所在する都道府県教育委員会  
   教員以外の場合▶住所地の都道府県教育委員会 

 

①免許状更新講習の受講 

１.受講する講習を決めます。 
 講習開設情報については、文部科学省ホームページを御参照ください。 

 ※下記ウェブサイトより確認できます。（文部科学省「講習開設情報」） 
   http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/004/index.htm  
   

２.講習開設者（大学等）へ申込をします。 
  ※申し込み方法は講習開設者へ御確認ください。 
   

３.講習を受講します。 

   ・必修領域 ………  6 時間以上 
  ・選択必修領域 …  6 時間以上   計３０時間以上 
  ・選択領域  ………18時間以上 
  

４.受講修了後、講習開設者より「更新講習修了（履修）証 
  明書」が届きます。 

 
 

平成29年2月1日～…手続き開始可能日（2年2か月前） 

平成31年1月31日…申請締切日 

例：平成31年3月31日が有効期間の満了の日（修了確認期限）の場合 

免
許
状
更
新
講
習
受
講
期
間
及
び
申
請
期
間
（
2
年
間
） 

 
 

（
平
成
29
年
2
月
1
日
～
平
成
31
年
1
月
31
日
） 

 

平成31年3月31日…有効期間の満了の日（修了確認期限） 

平成41年3月31日…次回の有効期間の満了の日（修了確認期限） 

～ ～ 

●○手続きのスケジュールイメージ○●  
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同僚性の中で育まれるリーダーシップ 

～ミドルリーダーが機能する組織のあり方～ 

 

〇発表者：藤原晴子・米田亜里沙 

（認定こども園せんりひじり幼稚園・にじいろ保育園） 

〇共同研究者 岡 健（大妻女子大学） 

 

〇人材育成をめぐる課題 

全国的に保育士不足が深刻になっていますが、その原因は待機児解消の 

ための保育所の増加だけではなく、早期離職の増加もあります。 

これはせんりひじり幼稚園の職員の勤続年数の分布図です。 

過去 10 年間、5 年未満の退職者が０でした。 

園の中にいたら「当たり前」と思っていたことが、特別なことだということがわかりました。人

材育成を課題と感じている園が非常に多い中、保育者がやりがいを感じ、仕事を続けて行くため

に組織の中核的な役割を果たすミドルリーダーの役割や育成について自園の歩みや研究をもとに

整理し明らかにしていきたいと思います。 

 

〇中核的な役割のミドルリーダーとして 

 

    

               

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

（公財）全日私幼研究機構・第 9回幼児教育実践学会
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どの子も自分らしさを発揮して、主体的に育ってほしい。その子どもたちの育ちを支える保育者

は保育を語り合うことを楽しんでほしい。そして、何より子どもの一番身近な大人として自分ら

しく主体的であってほしい。そんな保育者をミドルリーダーが支え、その成長を喜び、そんなミ

ドルリーダーの姿をリーダーが肯定的に支えている。今後もミドルリーダーとして自分にできる

事は何かを考え、大好きな仲間たちとやりがいを感じながら保育をしていきたいと思います。 

【口頭発表 概要】
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（公財）全日私幼研究機構・第 9回幼児教育実践学会
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【ポスター発表 概要】
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　「私幼時報」を毎月手に取っていただいております先生方には、（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究
機構の諸事業に対し、平素より格別のご理解を賜り感謝申し上げます。
　本財団に設置されている調査広報委員会発行のＰＴＡしんぶんは「子どものしあわせを願う親と先生の
ひろば」として大切な機関紙と位置づけ企画・編集作業を行っています。
　ロゴの刷新や、文字を読み易く大きくするなど、紙面のリニューアルを行い、より皆様に身近な機関紙
となるべく日々邁進しております。
　また、「人生のスタートに良質な教育を」という新しいテーマで全保護者の皆様へお届けしましたが、こ
れに対する反響は大きく、保護者の皆様からうれしいご感想の声を沢山お寄せいただきました。
　「ＰＴＡしんぶん」は、（公財）全日私幼研究機構の賛助会員になっていただき ､ 会員に対する機関紙と
いう形で配布しております。幼稚園単位でのお申し込みとなり、年間会費 250 円で 11 回新聞が配布され
ます。
　現在 PTA しんぶんを採用いただいております園数は、全加盟園の
23.5％です。このＰＴＡしんぶんを来年度も継続して発行するのに伴い、
継続の園はもちろん、新規のお申し込みも大歓迎です。ぜひ賛助会員とし
てのご入会をお願いいたします。
　なお、ＰＴＡしんぶんを希望される幼稚園は、各都道府県私立幼稚園団
体経由でのお申し込みになります。詳しくは、各幼稚園にお送りする案内
をご覧ください。
 （公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構　調査広報委員会

     
 

 

平成 31年度のお申込みがはじまります

722ISBN978-4-577-81443-7

ご注文・定期購読のお申し込みは 03-5395-6608 保育事業部営業本部まで 
キンダーブックの

本社：〒113-8611 東京都文京区本駒込 6-14-9　https://www.froebel-kan.co.jp

地域で愛される園になるためのサポートブック
園 の リ ー ダ ー の た め に

●特集１  保育者にも援助技術が求められています！ これからの保護者支援・子育て支援には、
　「子どもの保育」というケアワークに加え、「家庭支援」というソーシャルワークが求められていきます。今回
　の特集では、相談援助の方法と技術など、ソーシャルワークの専門性と支援に必要なスキルを紹介します。

2019 年 2月号の主な内容

管理職向け月刊誌

定価：本体価格926円+税
B5判　72ページ

●特集 2　保育の新と真を探る ベストセラー作家の重松清さんが描く世界には、子どもや親や先生などが多く登場
　し、世代を超えて多くの人に愛されています。作中、重松さんが紡ぐ言葉を取り上げ、言葉に込められた思いをうかがいます。

●「遊びの育ち」を見つめる ̶遊びこそアクティブラーニング̶  気持ちの折り合いをつける、諦めないで粘り強
　く取り組むなどの非認知的な能力は、「学びに向かう力」として重要です。この能力は、保育者と子どもの信頼関係が基盤となって育ちます。
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　人口減少問題は日本全国で取り組むべき問題
になっていますが、本県ではとりわけ人口減少
率と高齢者比率ともに全国ワーストで深刻な状
況にあります。人口減少の理由としては、①若
者の県外流出の増加②転入者が少ない③出生数
の減少④高齢者の死亡等が上げられます。県や
市町村では第２子の保育料を二分の一にしたり
第３子が生まれると第２子を無料にしたりして

（要件はあります。）保育料の助成を行い、出生
数の増加を期待しています。しかし、年々出生
数は減少している状況にあります。
　幼児教育・保育の無償化により幼稚園や保育
所に預けている家庭においては、子育てや教育
費が軽減されて歓迎されますが、多くの子ども
を生む家庭が増えることは本県の状況では難し
いように思います。新しい動きとして、在宅で
子育て中の親が働きに出ることを促す契機とな
りはしないかと心配する面が大きくあります。
待機児童問題は解決されず保育士不足は更に深
刻さを増すことも懸念されています。
　本県では子ども・子育て支援新制度に移行し
た園は９割を超えています。過疎化が進み園児
数が年々減少していることが大きな理由です。
当面の課題としては、認定こども園となって新
制度に移行した園では多くの保育士・保育教
諭が必要となり預かり保育を含め園児数に合っ
た職員数を確保することが難しい現状にありま
す。また、新しい保育教諭等が多くなったこと
で、園児一人一人の育ちを共有し合う日常的な
情報交換の在り方やこれまでの研修内容・方法
等を改善し指導の工夫について語り合いができ
る研修体制つくりを進めています。
（秋田県私立幼稚園・認定こども園連合会副会
長、秋田市・認定こども園土崎幼稚園／伊藤敬
二）

新制度下における課題
　岡山県においても幼稚園、認定こども園の新
採用の人材確保はかなり厳しいものがありま
す。その中で倉敷地区では２０１１年から倉敷
市内にある私立幼稚園を知ってもらうために合
同説明会を始めました。時期は一学期中の日曜
日で、幼稚園での仕事の楽しさや、やりがい等
を紹介し、その後学生にエントリーシートを提
出してもらったり、各園のブースに分かれ採用
試験の有無、給料、待遇など園長や主任が面談
しています。毎年１５０名程度の参加者がいる
ものの、中々採用に繋がらないのが現状です。
　岡山市でも本年度より「就職ミーティング
２０１８」と称して５月に行いました。岡山市
からの支援を頂き私学と公立の合同で開催致し
ました。まずは各養成校へポスター掲示、チラ
シ設置を依頼し、就職フェスの開催を知らせま
した。参加者の中には一年生もおり、１００名
弱の学生が集まり、真剣に就職を考える姿が見
られました。また、学生だけでなく大学の先生
も多数参加され、私立幼稚園とのつながりがで
きたように思います。地元の新聞にも掲載され
私立幼稚園のよいアピールにもなりました。
　津山地区においても、職員採用は厳しく、人
材不足のところをパート職員で補っているのが
現状です。働く条件のよい県外での就職を希望
したり、保育所や公立志向が強い中、岡山地域
の学生が地元で働くことが出来るよう、養成校
と幼稚園・こども園がそれぞれ望む就職の条件
は何か意見を出し合える場づくりをしていきた
いと思います。
　また、学生の見学やボランティア活動等を取
り入れながら、子供と関わる楽しさや、やりが
いなど実際の保育現場を知ってもらう事も大切
だと実感しています。
（岡山県私立幼稚園連盟教育研究部長、岡山市・
朝日塾幼稚園／岡﨑多美子）

岡山県における人材確保の現状

秋田県からのおたより 岡山県からのおたより
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　新しい年が明け、平成の時代がいよいよ終わり
の時を迎えようとしています。やがて始まる新し
い時代はいったいどのような時代になるのでしょ
うか。新元号は何になるのでしょうか。そんなこ
とを考えているとなんだかとってもワクワクして
きます。
　天皇陛下がご存命のうちに退位されるという歴
史的な出来事にリアルタイムで立ち会えるという
ことは、私たちが想像している以上のじつに稀な、

編集後記編集後記

貴重な経験となることでしょう。在位３０年でひ
と区切りとされ、それを見事に実行に移される陛
下の強い御意志に改めて心打たれます。
　そしてこの国の幼児教育に携わる者の一人とし
ては、来るべき新しい時代がすべての子どもたち
とそのご家庭にとって希望に満ち溢れ、いつの日
も心豊かで健やかなものであってほしいと切に願
う次第です。
� （調査広報専門委員・前田幹）

平成 30年度（第 12回）　免許状更新講習の認定一覧
●選択領域「受講者が任意に選択して受講する領域」に関する免許状更新講習

講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

宮城県
仙台市

【「非認知能力」の育ちとは - 感情発達研究の知見から -】
現場の視点と感情発達研究の視点から非認知能力の育ちを支
える教育について考える。
【運動あそび・表現あそび～指導法を身につける理論と実例～】
運動あそび指導のための基礎理論や表現あそび指導のための
基礎理論を学ぶ。明日からすぐに使えるあそびを実践的に学
び、情報交換をしながら実践例を増やし、あそびの指導技術
の向上に繋げる。

山本　信（聖和学園短期大学　講
師）
仁藤　喜久子（仙台白百合女子大
学　講師）

6時間 平成 31年 3月 23日 125人
平 30-
80011-
508959号

宮城県
仙台市

【教材研究の視点 - 科学的な遊びを中心として -】
身の回りの科学現象を子どもはどのように「見て」いるのか、
その子ども達の見方の特徴を学ぶ。幼稚園教育要領の内容に
沿って科学に関する教材を実際に作成しながら、子どもの気
づきやその後の展開について考える。
【「持続可能な発展のための教育（ESD）」と幼児教育】
「持続可能な発展のための教育（ESD）」の理念や、幼児教育
における ESDの実践例から、幼稚園教育要領の内容理解を深
める。

板橋　夏樹（宮城学院女子大学　
准教授）
小野瀬　剛志（仙台青葉学院短期
大学　教授）

6時間 平成 31年 3月 23日 125人
平 30-
80011-
508960号

北海道
名寄市

幼児教育及び保育について理解と実践をふり返り、応用力を
つけ現場における現代的な課題に関する知識と理解を得るこ
とを目指す。また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点を当て
た内容としている。

糸田　尚史（名寄市立大学　保健
福祉学部社会保育学科教授）
傳馬　淳一郎（名寄市立大学　保
健福祉学部社会保育学科准教授）

6時間 平成 31年 3月 2日 50人
平 30-
80011-
508961号

北海道
名寄市

「保育現場での質を高める」、「幼稚園の役割を広め深める」の
２つの事項について理解と実践をふり返り、応用力をつけ保
育現場における現代的な課題に関する知識と理解を得ること
を目指す。また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた
内容としている。

今野　道裕（名寄市立大学　保健
福祉学部社会保育学科教授） 6時間 平成 31年 3月 3日 50人

平 30-
80011-
508962号


